
 平成30年１２月２０日 

  あわただしい師走となりました。１５日（土）の萌黄際には保護者の皆様が多数おいで下さり， 
 ありがとうございました。３年生がそれぞれ生き生きとステージ発表をしたり全体を支える仕事を 
 したりする様子は，見ている側にとっても最上級生の貫録を感じさせ，成長した喜びをかみ締めた 
 時間ではなかったでしょうか。全員が真剣に自分の役割と向き合って試行錯誤しながら行事を成功 
 させた達成感と充実感はそばで見守っていた私たちにとっても宝物です。その準備から本番の様子 
 を含めた学校生活を紹介します。 

萌黄祭
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打ち合わせは入念に！ 

初めて挑戦する企画づくりにとまどったり皆をまとめる

ことの難しさや力の足りなさを自覚することができまし

た。本番でハプニングが起こってもあせらず動けるよ

うに打ち合わせを行ったことで無事終えることができ

た萌黄祭は，今まで経験したことのない達成感があ

り，良い経験になったと思います。お疲れ様でした。 

（ 盛滿優心乃 ） 

副委員長としての仕事は，

自分で想像していたよりも先

に動くことを求められたり，役

に慣れていなくて苦労しまし

た。仲間と仕事をしていくうち

に仕事にやりがいを感じるよ

うになりました。見事に成功し

て３年生全員の絆を再確認

することができました。これを

活かして沢山のことにチャレ

ンジしたいです。 

（ 橋口虹海 ） 

大変さを知ったのは，オーディションの時で実

際にやってみないと何も分かりませんでした。

大変ななかでこそ冷静な判断が必要で３年生

全体のチームワークも益々深まるのを感じまし

た。真面目に話し合いをしたことも楽しかった

です。勉強以外のことで頭をフル活用させたり

いろんな感情がぶつかり合ったりと，本当に貴

重な体験をすることができました。 

（ 矢野紗彩 ） 

今回実行委員長をさせていただきました。大変なことを沢

山しなければならず毎日疲れ果てていました。そのような

とき，周りの同級生が嬉しい言葉をかけてくれたり副委員

長３人をはじめとする皆が支えてくれたりして毎日が充実

していました。プログラムを消化するたびに達成感を感じ

ながらも寂しさも感じました。平成最後の萌黄祭を８期生

の皆とつくり上げ，最高の思い出になりました。（高橋りさ） 



サックス 

７日 月 始業式 

 8：00 読書 

 8：35 黙想・朝の会 

 8：55 始業式 

 9：30 清掃 

 10：00 学活 

 10：50 帰りの会 

 

  

１７日 木 かるた大会   

２３日 水 文章読解・作成能力検定   

３０日 水 進研模試   

～１月の主な行事とお知らせ～ 

本年はさまざまな行事等で協力いただき，ありがとうござ

いました。来年も素晴らしい年で

ありますように心よりお祈り申し

上げます。 
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